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甘薦品種 N:Co.310の栽培における

土人れ株開 きについて

新 垣

(琉 球 塵

ま え か き

既往の調査結果によると､特にN‥Co.310は卦けつが

他の品唖に比戯して極めて旺盛であるが､反面無効分げ

っが多く､その割合蛾有効分けつ茎30/OC'に対して無効卦

げっ茎70%で無効分けつ茎の率が剤に高い儲向を示して

いるo従って~打燕の卦げっ各茎に平等な県境条件を与え

有効卦けつ茎の割合を高め撫効卦げっ茎を潜さえて､一

本蟹瀧を増加させる勉めの基醇資料として調査したO先

乳管蘭兄の御批判を仰ぎ､たvIQ

株開きの時期および用具

丑邸の湿潤､甘藤の生育状態､植付の時期､その他いろ

Vlろな条件によって興ってくると思う･か従来の傾向から

して､母茎の架数が13-14枚 (子集を除く)､植付後50

-60日 (卦げっ未数4-5東)の降が株開きの適期と思わ

れる｡璽字は実施する時期の僻茎の生育状況､茎の軸 度

に財する鑑定眼の並成が盟輩になってくると敵うO

この件梁には平鍬を瀞附するo

八砥山にあいて宮城氏が考案した平鍬は､鍬rf71ccm

長さ14cm柄の長さ35cmのもので土入れ株開きとして

適当なものであると考えられる｡要は片手で件業出来る

犀利な周具を使えばよい｡

株開きの方法

株閑せ操作を行うとする株をやや前直下にしてをの株

上にまたぎ､･両足は60-7ぐcm程 に開き､鮭をくずさぬ

ように睦意する.件菜方法はあらかじめ周囲の五塊を膨

歌にした株について､まず母茎の薬の先端を凝って､そ

の発生した方向にゆっくり曲げ茎が折損しない程度に充

第 皿衷 卦げっ状況

秀 一

業 試 験 場)

卦伏せて患さえこうして充分方向づけしたならば慮って

V,る集の先端を足で抑えて手を放す.平鍬と賢さ伏せ抑

えた母茎上に静かに土を盛り母茎の肥厚帯まで完全に怒

土する｡母茎は分けつ各茎のどれよりも潔V,角度で伏せ

抑え､一時をの生長をおさえられることになりそれによ

って後生卦けつ茎の生長並に冴子の発芽が促進される結

果となる｡従ってこの場合の土の盛り塵が不発卦な時は

茎の向日性生長の弾力によって母茎ははね返って立ち直

怠り楳開きの目的を集う結果となるO母茎の伏せ抑えが

すんだら残りの分けつ茎をつぎつぎと卦げっ先順に角度

を深めながら伏せ抑えるのであるが､この方法は膨軌に

した土を茎の間に指で充分に押入れ次第に茎と茎の間隔

を開く｡
茎が折損しない程度に必要な角度史で伏せ抑えたら充

分に怒士する.O中央に残った堆茎壮伏せ抑えずに等間隔

に開く程度に土入れをする｡各茎の位置が決ったならば

株全体の覆土面がやや襲頭塾になる程度に手ならしを行

なう.砂土のような極く雇い止を除V,ては覆土後の鎮圧

は行わなvlo土壌の通気を良くし根茎の生長を促かすた

めである｡乾燥しやすvd=壌または株開き後に日照の硬

くおそれがある場合は､敷革などをして土塊水分の蒸散

を防ぐ事が重要である｡

A､士入れ株開きを行なわなV,(不味開き区)
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鮮 0印は些育中塗で碍死したちのを示す p
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第 1蓑虫よび第2表によれば生育茎数54水に対し18本

残存してその有勅分けつ率は 33.33%を示し､そのうち

母茎は殆んど有効茎として残り第一次分けつは19本に対

し10本で有効卦つ百卦率は52.63%を示した｡ 第二次分

けつは30本分けつしたが3本残存し有効分けつ百分率は

10%であった｡第二次卦げっは卦げっ頭初にほとんど枯

死した喧跡がうかがわれた｡

B 土入れ株開きを行った (株開き区)

第 3表

第 ･2衷 有効卦げっ率

計
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第3表によると母茎5本に対して3太政存し､第一次卦げ

っ茎15本に対して11本致存､第=次卦けつ25本に対して

11本残存している0第一次分けつ及び第二次分けつ茎も

早 く出たもの笹､有効茎が多∨｢傾向を示してVlる｡

無地瑚区におV,ても同様な慣向をたどっている｡

第3表をまとめてみると第4薬のとおりである｡

第 4 襲 有効卦けつ百分率

第4表によると母茎が60%､ 第一次卦げっ茎が73･33

%､第二次升げっ墓が44%の有効率を示し､最も高vlのは

第一次分けつ茎で次いで母茎が高いようである｡金茎に

対する有効卦けつ率は 55.55%で土入れ株開きを行なわ

ない区33.33%に比べると勘 北 高い｡ 腰に有効茎に対

する母茎､第一次卦げっおよび第二次分けつの割合を示

すと次の阜ありであ奇 骨

第5糞有効茎の割合

げっのJ掛J合法節一次卦けつが耕く､次いで母茎､節二次

卦げっの舷で､土入れ胡胡 尊を行なった区では解一次,

第二次卦けつは同率を示し冊裟披低かつた｡母基が低率

を示す要因として考えられることは､煉開きを行 うこと

によって初期生良がおさえられ､盛堤中途で枯死したも

のと推察される｡

細 筆

1.木調義は夏牌 (1960年8別 5日植付) について収穫

時(1,96坤 1月15日)に生育中朋な株を仕藩に5株掘り上げ

水洗して行なったものである｡

2.土入れ株開きを行なうことによって第一次卦けつは

勿臥 第二次分けつの有効分けつ百分率を帝め刈現茎数

を多くすやこ考が出来尋｡
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3. 土入れ妹開きの時期については､葉柁13-1-1∃渠 (子 がおさえられる憤向にある｡

集を除く)植付後50-60日 (分けつ本数4-5本)の肺だ 本調査を行うに際してV'ろいろ御指導と助言を廻 った

と思われるが更に検討する必要があるO 石垣製糖株式会社農務課長宮城春恒氏に溌く感謝の意を

4. 土入れ､棟開きを行 うE_とによって母茎の初期生民 表㌻る｡


